
四半期ごとに配布する社内報の活用 
  →社内のイクボス、男性社員の子育ての様子、結婚した社員等を紹介し、    
    社内のコミュニケーションの活性化につなげている。 

連休に合わせた年次有給休暇の取得奨励日の設定 
   →（例）10月7日（土）、10月8日（日）、10月9日（月・祝）とすると、10月6日（金） 
          または10月10日（火）を奨励日とすることで、4連休となる。 

結婚記念日休暇、誕生日休暇の実施 
 

業種 
食品製造業  株式会社森八 

 ②  

繁忙期の業務を平準化するための部門を越えたフォロー体制 
  →繁忙期と閑散期が重ならない製造部門、販売部門の両方の業務ができる社員を育成、互いの  
     部署をフォローできる体制を整備することにより、繁忙期の業務を平準化。 
 

障がいのある従業員の活躍 
  →製造部門の繁忙期において、県内の障害福祉事業所と連携し、障がい者の方に業務を依頼す 
    ることにより、多様な人材が活躍するとともに、業務の負担減につながっている。 
 

一部業務の機械化と内製化 
  →・職人が業務に集中して取り組めるように、包装工程等の一部業務の機械化。 
     ・外部委託していた一部業務（店頭POPの制作等）を内製化することによって、閑散期における 
     業務の質を高めるとともに社員がやりがいを感じる工夫。 
 
１年間の変形労働時間制の導入・活用 

  →繁忙期と閑散期で業務量の差があるため、１年間を平均し１週間あたりの労働時間が４０時間 
    となるよう所定労働時間を調整。 

 

 代表者名 

 所在地 

 従業員数 

 設立 

 事業内容 

代表取締役 中宮 嘉裕 

金沢市大手町10-15 

130人 （男性 32人、 女性 98人）   ※平成30年10月時点     

明治44年 

和菓子製造販売 

主な制度、取組内容 

 ③ 多様な取組による年次有給休暇取得の促進 

① 多様な取組による所定外労働の削減  

 ④ ワークライフバランスの推進につながる風土づくり 

③ 次世代育成支援につながる地域貢献活動の実施 

地域の幼児、小学生に対する工場見学や体験教
室を積極的に開催（平成29年度に金沢市内の小
学校を中心に1,000名程度受け入れ）  

   →１００年以上続く老舗企業として、社是である「世の中へ   
    のご恩返し」に基づき、地域社会を大切にする地域貢献 
    活動を積極的に実施しており、社員のモチベーション 
    にもつながっている。 

② 育児を行う社員に配慮した多様な取組 

家庭等の事情に合わせ無理なく働き続けられるよう、短時間勤務の利用時間や期
間、部署異動等について柔軟に対応 

   
事情により、やむを得ず退職した社員を正規・非正規問わず再雇用 

写真 

（バースデイケー
キのプレゼント） 
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